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THE NARASHINO CHUO ROTARY CLUB WEEKLY BULLETIN 
 習志野中央ロータリークラブ週報 

2026-27 年度 国際ロータリー 会長 オラインカ・ハキーム・ババロラ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「Create Lasting Impact」 持続可能なインパクト生み出そう 

第１８２０回   ２０２６年 ７月 ９日 例会 

司会：金子 友之   週報：三代川 彦博 

 

◆ 点 鐘 会長 井上 大輔 

◆ ロータリーソング 「我等の生業」」 

◆ お客様紹介 

  第 12 グループ ガバナー補佐 高山 公子 

          補佐幹事   遠藤 陽介 

◆ 会長挨拶 会長 井上 大輔 

皆さん、こんにちは。7月は、ロータリーの「母子の健康月間」です。 

「母子の健康」と聞くと、病院や医療の話を思い浮かべる方が多いかもしれません。しかし、ロータリーが目

指しているのは、それだけではありません。すべての母親が安心して出産できること。そして、すべての子ど

もたちが健やかに成長し、希望を持って未来へ歩んでいける環境をつくること。それが、この月間に込められ

た思いです。 

世界では今なお、医療や栄養、清潔な水が十分に行き届いていない地域があります。ロータリーは、診療所

への医療機器の寄贈、助産師や医療従事者の育成、予防接種の推進、安全な水と衛生環境の整備など、母子の

命と健康を守るための活動を世界各地で続けています。その活動の先にあるのは、単に病気を防ぐことではな

く、子どもたちが安心して学び、夢を持ち、自分らしく成長できる未来です。 

私たち習志野中央ロータリークラブも、今年は久しぶりに国際奉仕活動へ新たな一歩を踏み出します。フィ

リピン・ダバオの子どもたちへ衣料品を届けるプロジェクトです。日本では着られなくなった衣類でも、ダバ

オでは毎日の生活を支える大切な一着になります。一着の服が子どもたちを寒さや雨から守り、学校へ通う後

押しになることもあります。遠く離れた子どもたちを思いやる気持ちも、ロータリーが大切にしてきた奉仕の

心です。 

そして、私たちは世界だけでなく、この地域の子どもたちにも目を向けています。 

放課後児童会への EEH プロジェクトでは、子どもたちが安心して過ごし、さまざまな体験を通して成長でき

る機会を提供しています。また、今年は野球教室の開催も計画しています。スポーツを通じて、挑戦する楽し

さや仲間を思いやる心を子どもたちに伝えていきたいと考えています。 

ダバオの子どもたちへの支援も、EEH プロジェクトも、野球教室も、一見すると別々の活動に見えるかもし

れません。しかし、その根底にある思いは同じです。「子どもたちの未来を応援したい。」その思いこそが、ロ

ータリーの奉仕であり、私たちの行動の原点ではないでしょうか。 

今年のクラブテーマは、「Lead with Heart ― 心ある行動が、未来を変える ―」です。 

一着の衣類を届けること。子どもたちに新しい体験の機会をつくること。例会で仲間に温かい声を掛けるこ

と。 

例 会 日 ： 木曜日 12 時 30 分  
例会会場： 習志野商工会議所会館 3F 
事 務 局 ： 千葉県習志野市津田沼 4-11-14 

会 ⻑ 井上 大輔 
幹 事 寺田 良一 
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一つひとつは決して大きなことではありません。しかし、その小さな「心ある行動」が積み重なることで、人

を笑顔にし、地域を元気にし、世界にも良い影響を広げていくのだと思います。世界への奉仕か、地域への奉

仕かということではありません。世界も地域も、子どもたちの笑顔を守り、未来を育むという思いは同じです。

その思いを、今年一年、皆さんと共に形にしていきたいと思います。 

 

◆ 幹事報告 幹事 寺田 良一 

１．地区大会協賛のお知らせがありました。 

２・公共イメージ推進事業キャンペーンのお知らせがありました。 

３・先月平山会員が退会いたしましたが、印刷が間に合わなく、 

今年度活動計画書に記載されたままになっておりますこと、ご了承ください。 

 

◆ 委員会報告 

□会計 平澤 規雄 

クラブ年会費上期分と米山奨学会普通寄付金のお願い 

１．年会費上期分（2026 年 7 月～12 月） 128,000 円 

   国際ロータリー人頭分担金・地区関係負担金・ロータリーの友購読料・祝い品代（半期分を含む） 

２．米山奨学会普通寄付（上期分） 2,000 円 

３．振込総額 130,000 円  振込期日 2026 年 7 月 31 日 

□米山記念奨学会 山本 美代子 

伊東弘樹会員・三田英志会員 本日米山に寄付金 10 万円頂きました。ありがとうございます。 

□親睦委員会  鶴岡 健一 

11 月 10 日（火） 習志野市民親睦ゴルフ 兼 第 38 回マスターズゴルフ大会 

佐倉カントリー倶楽部 18,900 円 参加費 2,000 円 

□第 12 グループ野球部  高橋 利幸 

「野球リーグ試合について」 7 月 11 日（土）に宮野木スポーツセンター野球場にて、千葉西ロータリー

クラブと対戦します。応援を宜しくお願い致します。 

 

◆ 第 2790 地区委嘱状の交付 

 諮問委員会 委員         﨑山 征雄 

 G・統括委員長等連携委員会 委員 及び 

 米山記念奨学委員会 委員長    山本 美代子 

 社会奉仕委員会 副委員長     伊東 弘樹 

 RAC 委員会 委員          三田 英志 

 

◆ 挨 拶 

□第 12 グループ ガバナー補佐 高山 公子 

12 グループは他にない多くの活動を通じて、ほのぼのとした感じのグループで

すので、その良さを生かして、森島ガバナーのメッセージを遂行していけたらと考

えています。1 年を通して、親睦を中心に楽しく会員増強・退会防止につながるよ

うに、グループが一つになるように進めていきたいと考えています。皆様のご参

加、ご協力をお願い申し上げます。 

遠藤補佐幹事と共に進めていきますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 
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□第 12 グループ 補佐幹事 遠藤 陽介 

本日は貴重なお時間を頂き誠にありがとうございます。本年度補佐幹事を務めさ

せていただくことになり、入会以来 10 年越しで習志野中央ロータリークラブ様の例

会に参加できました。 

皆様方には日ごろから多方面でご指導頂き、声を掛けて頂けること、本当にうれ

しく感謝しております。楽しい例会をありがとうございました。1 年間、どうぞよろ

しくお願い申し上げます。 

 

◆ クラブ協議会 

□会計 平澤 規雄 

本年度予算については、活動計画書に記載のとおりで、本年度会長の基本方針及

び各委員会の活動計画に基づき作成しました。具体的には、単年度収入予定額

12,650,000 円、支出予定額 13,389,880 円（予備費 300,000 円を含む）となってい

ます。クラブ運営費及び各委員会の予算については記載のとおりですが、各種分担

金の増額や諸物価の値上がりが予想されます。無駄のない支出に努めます。 

対外奉仕部門についての記載のとおりです。最後に周年記念事業予算については、前年度繰越金 584,801 円

に本年度分 500,000 円を加え総額 1,084,801 円を次年度に繰越します。 

□SAA 伊東 弘樹 

SAA（Sergeant At Arms）は、英国の守衛官に由来し、1906 年にシカゴロータリ

ークラブへ導入された歴史ある役職です。かつてクラブ内の意見対立の仲裁や調整

を担い、現在も会長経験者などが就く独立した役割を果たしています。 

今年度は井上会長のテーマ「Lead with Heart ― 心ある行動が、未来を変える 

―」のもと、例会運営を通して心でつながる空間づくりを担います。単なる進行管

理にとどまらず、細やかな気配りと工夫により秩序と温かさを両立させ、会員が「ま

た来たい」と感じる居心地の良い例会をつくることで、クラブの価値を最大限に引き出します。 

□クラブラーニングファシリテーター  髙山貴子 

ロータリークラブとは 親睦 ⇄ 奉仕 

個々の職業を通し奉仕する �� 職業奉仕 

会員になり例会出席 �� 奉仕活動 

更にロータリーのお役に着く �� 奉仕活動 

奉仕活動をすることにより、クラブ間に会員同士の繋がりができます。会員間の

親睦が深まります。クラブの輪ができます。 

私達習志野中央クラブはその特色を生かし、会員増強、大会防止を目指します。“ロータリー大好き“を合

言葉に活動してまいりましょう。 

今年度 ・MY ROTARY に会員全員登録し、活用していきます。 ・積極的に RLI に参加します。 

□管理運営委員会 尾﨑 共紘 

習志野中央ロータリークラブは「例会こそが心臓部であり、親睦こそが奉仕の

土台である」という信念のもと、会員が誇りを持って研鑽し合える魅力的なクラ

ブを目指します。これが 2026-27 年度テーマ「Lead with Heart」と RI テーマの

原点です。 

「参加したくなる例会」の実現に向け、伝統を重んじつつ時代に応じた柔軟な

対応を図ります。移動例会や炉辺会議を通じて信頼と友情を深め、一致団結した



 

 
4 / 4 

奉仕活動のエネルギーへと繋げます。さらに、ZOOM 活用によるハイブリッド参加や手厚いフォローを行い、

全会員が主役として温かい雰囲気で参画できる環境づくりを進めます。 

〈実施計画〉 

・多様な職業背景を持つ、奉仕の精神に溢れた新たな仲間の発掘。 

・多くの会員にスポットが当たる工夫を凝らし、結束力を高める行事の企画。 

・積極的な声掛けによる出席率の向上。 

・SNS 等の活用により、クラブの活動を広く社会に発信。 

・好奇心を刺激し親睦を深める企画の立案。 

□会員選考・職業分類小委員会 宮本 博之 

職業分類の制限が撤廃された現代において、本委員会はクラブの未来を左右する

極めて重要な責務を担っています。多様な業種から広く会員を募り、バランスの良

い職業構成を目指すと同時に、ロータリーの真髄である「奉仕の意欲」や「高潔な

人間性」を備えた適格者を見極める選考に努めます。 

 地域社会の職業分野を多角的に調査し、その情報を会員全体で共有しながら、

会員増強委員会や親睦活動委員会と緊密に連携し、クラブの持続的な発展と全体の

資質向上に積極的に貢献してまいります。 

 

◆ 誕生日・結婚記念日のお祝い 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ニコニコ BOX 

 本日はよろしくお願いします。 

  高山 公子ガバナー補佐 

遠藤 陽介補佐幹事 

ガバナー補佐・補佐幹事 

来会ありがとうございます。 

 井上会長 

誕生日・結婚記念日祝いのお礼 

  平澤 規雄・布施 國雄・山本 美代子・杉浦 克子・戸村 文彦 

 

◆ 出席委員会 荒木 和幸 

 
会員数 出席免除 当日出席 

メーク 

アップ 
出 席 欠 席 出席率 

46 １ 26 5 31 14 68.89% 

本　人 配 偶 者 結婚記念日

芦 澤 直 太 郎 (3) 平 澤 れ い 子 (14) 小 菅 和 彦 (9)

井 本 良 三 (6) 山 本 ( 美 ) 泰 三 (25) 三 代 川 文 史 朗 (16)

戸 村 文 彦 (6) 山 本 ( 尚 ) 小 織 (29) 戸 村 文 彦 (20)

布 施 國 雄 (15) 井 上 大 輔 (21)

山 本 美 代 子 (25)

杉 浦 克 子 (25)


